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事業ᴫせ 

▶ジェンダー研究所概要─────────────────────── 

�఼ڎద͵ָढ़ࡏࠅүΝਬͤΖگదʀۨద͵ジェンダー研究ͳࡏָ

お茶の水女子大学ジェンダー研究所は、学際的かつۨ的なジェンダー研究とऑ手研究者育成を推
進する国際的な学術ڎ఼である。そのًݱは、1��� 年にお茶の水女子大学にઅされた「女ชԿ資
ྋؙ」という研究ؽ関である。ジェンダーやフェミωθムというݶཁが一ൢ的にはસくஎられていな
かった࣎େから、ྼେの所研究者たちはジェンダー研究にखりૌみ、学内外・国内外の研究者らと
的に研究交流を続けてきた。これらਕの研究者たちがകってきたジェンダー研究の成果と国際的なۅ
学術ネットワークをેに、ݳ在、ジェンダー研究所では、高水準の国際的研究プロジェクトの実施、国
際シンポジウム等の開催、ऑ手研究者の育成、学術雑誌ʲジェンダー研究ʳのฦॄ・刊行、研究教育
成果のグローバルな発信と社会還元を推進している。�

 
［参照：本報告書 11� 頁� ㈨ᩱ⑦「国立大学ἲ人おⲔのỈ女Ꮚ大学ジェンダー研究所つ๎」］ 

�

ジェンダー研究所ʤ,QVWLWXWH�IRU�*HQGHU�6WXGLHVʤ,*6ʥʥԌַͳຌָジェンダー研究گүಊ͘�

1875 東京女子師範学校（お茶の水女子大学の前身）開校 

1949 お茶の水女子大学設立 

����� ঃชԿࣁྋؙઅཱི�

����� ঃชԿ研究ιンνーઅཱི�

1993 大学院人間文化研究科博士後期課程人間発達学専攻「女性学講座」を創設 

����� ジェンダー研究ιンνーʤ,*6ʥઅཱིʤ಼ࠅָॵʰジェンダー研究ʱΝదͳͤΖ研究ࢬઅʥ�

1997 大学院人間文化研究科博士前期課程発達社会科学専攻「開発・ジェンダー論コース」設置 

1998 大学院人間文化研究科博士後期課程 「女性学講座」を人間発達科学専攻 「ジェンダー論講座」に改組 

200�� 2� ن &2(ϕϫήϧϞʰジェンダー研究ϓϫンτΡΠʤ)�*(16ʥɦ �ࡀ

2004 国立大学法人 お茶の水女子大学設立 

2005 大学院人間文化研究科博士後期課程「ジェンダー学際研究専攻」設置 

2006 大学院人間文化研究科博士前期課程「ジェンダー社会科学専攻」設置 

2007 大学院人間文化研究科を人間文化創成科学研究科に改組 

20��� ήϫーώϩঃϨーダーү研究ߑؽ�ジェンダー研究所અཱི�

�
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2022 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

▶ジェンダー研究所 2022 年度事業概要──────────── 

䠍䠍．．  研究プロジェクト 

2022 年度は、IGS 研究プロジェクトとして所研究者それͩれが進めている共ಋ研究・ݺਕ研究が 5
件、研究େන者または୴者としてՌ研ඇを֭得しての研究プロジェクトが 7 件、そして海外のঁ成ۜ
によるプロジェクト 2 件の、ܯ 14 件のプロジェクトが進行している。IGS 所研究者らは、研究会やセ
ミナー、国際シンポジウムを企画開催したΆか、学会発නやช౦ߚ、ॽ刊行、学術誌ʲジェンダー
研究ʳのฦॄ刊行により成果発信にもめた。 

㻝）IGS 研究プロジェクト 

 プロジェクトྡ ᢸᙜ 

1 「東アジアにおけるジェンダーと政治」研究 申 

2 ᮾࡢࢪ㉺ቃⓗዪᛶ㐠ື 大橋 

3 ㈨ᮏ㌟య࣮ࢲ࢙ࣥࢪࡢศᯒ 大橋・足立・板井 

4 ᛶ࣭㌟య࣭⏕⏘㡿ᇦ࣮ࢲ࢙ࣥࢪࡿࡅ࠾ศᯒ� 嶽本 

�࣮ࢲ࢙ࣥࢪࡿࡅ࠾ᵓ⠏ࡢᅜᐙኚᐜࡢࢫࣥࢼࣂ࣭࢞ࣝࣂ࣮ࣟࢢ 5 本山 

㻞）እ㒊㈨㔠に䜘る研究プロジェクト 

 ㈈※ 䝔ー䝬䛺䛹 ᢸᙜ 

1 科研費基盤 C 
ジェンダークオータの政治学：制度化と抵抗 
2019（H31）〜2022（R4） 

申 

2 科研費基盤 B 
女性の政治参画の障壁：国会議員・県連への郵送・ヒアリング調査 
［研究代表者：三浦まり（上智大学）］2018（H30）〜2022（R4） 

申 

3 科研費基盤 C 
香港における移住女性の再生産労働力配置：「グローバル・シティ」のジェ

ンダー分析 2019（H31）～2023（R5） 
大橋 

4 科研費基盤 B 
再生産領域の国際性別分業における日本の家事・ケア労働者の歴史的

系譜と連帯［研究代表者：定松文（恵泉女学園大学）］ 
2019（H31）〜2022（R4） 

大橋 
平野 

5 科研費基盤 B 
新興アジアにおける IT-BPO の国際分業の成立とジェンダー 
［研究代表者：堀芳枝（早稲田大学）］ 2020（R2）〜2022（R4） 

大橋 
足立 

6 

科研費 
国際共同研究加速

基金（国際共同研究

強化 B） 

人民公社期の中国農村における生活秩序の変化とジェンダー 
［研究代表者：堀口正（大阪公立大学）］ 2021（R3）～2024（R6） 

大橋 

7 科研費若手（B） 
「からゆきさん」にみる移動・性・権力の諸相 
2017（H29）〜2022（R4） 

嶽本 

 

㻟）ᾏእのຓ成㔠に䜘るプロジェクト 

①ノルウェーリサーチカウンシル INTPART（戸谷・小玉・仙波・佐野）2019（H31）～2022（R4） 

䐠ノルウェー高等教育国際連携推進機関 Diku の UTFORSK（戸谷）2021 年 8 月～2025 年 7 月 

［参照：本報告書 15～23 頁 「研究プロジェクト」、67～71 頁 「学術成果の発信」］ 
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事業ᴫせ 

䠎䠎．．  国際シン䝫ジ䜴ム➼の㛤ദ 

IGS क催のシンポジウムやセミナーは、ジェンダー研究所所研究者が、ࣙਐの研究成果と国際的な
ਕຼをਫ਼かして企画しており、研究所の研究・教育事業と༙ؽ的に࿊ܠしている。3 年りに対面での
イϗント開催がかなった 2022 年度は、国際シンポジウム「リプロダクτΡϔ・ジϡスτΡスʁೝ৹・中
ઊ・࠸ਫ਼ࢊをめ͛る社会ਜ਼ٝをり開く」をオンラインと対面のύイϔリッχで開催した。「リプロダク
τΡϔ・ジϡスτΡス（・ਫ਼৫・࠸ਫ਼ࢊをめ͛る社会ਜ਼ٝ）」の֕念をりとして、基本的ਕݘであ
るೝ৹・中ઊ・࠸ਫ਼ࢊのࣙ݀ހ定ݘをଝなうのはՁか、๑・࣑・社会ӣ動はどのように関Κってきた
のか、ธ国と日本の専Պらが対面で٠した。その内容は、̡ ジェンダー研究ʳ第 26 2023）ߺ 年 7 ݆
刊行༩定）に特ॄ企画としてࡎܟする。また、ジェンダー研究所所教員が指導する大学Ӆਫ਼たちがक
ରとなって企画した IGS セミナー（学内限定）「フェミωθムड़൝とӣ動ʁ共感と啓をどうܪげるの
か」を開催した。フェミωθム誌のฦॄ者をডき、フェミωθム誌をฦॄすることの意ٝと、ΠΩデミ
Πの内から外へジェンダー研究の成果を߁く一ൢに還元することについて、Ӆਫ਼・学部ਫ਼らもࢂՅして
೦心な٠が交Κされた。このΆか、IGS セミナー8 件、研究会 1 件をक催したΆか、共催国際シンポ
ジウムを 2 件開催した。［参照：本報告書 25～49 頁 「国際シン䝫ジウ䝮・䝉䝭䝘ー」］ 

 
IGS क催国際シンポジウム 
䝸プロダク䝔䜱䝤・ジ䝱䝇䝔䜱䝇：ዷፎ・୰⤯・生⏘を䜑䛠る社会ṇ⩏をษ䜚㛤䛟［本報告書 27 頁］  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

IGS セミナー 
䝣ェミ䝙䝈ムฟ∧と㐠ື：ඹឤとၨⵚを䛹䛖⧅䛢

るの䛛［本報告書 31 頁］（䝫䝇ター画ീ䛿ḟ頁） 
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ジェンダー研究所事業報告書 

IGS क催セミナー・研究会 
 
 
 
 
 
 
 
 
The Marcos Return: What Does it Mean 
for the Philippines?［本報告書 㻟0 頁］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
䝣ェ䝭䝙䝈䝮ฟ∧と㐠動：共ឤとၨⵚ䜢䛹

䛖⧅䛢るのか［本報告書 㻟㻝 頁］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
19 ୡ⣖⡿国女性の䜲ンター䝉クシ䝵䝘ル䛺
ア䜲䝕ンティティと䝯䝕ィア⌮ㄽ：䝋ジ䝱ー䝘・
ト䜳ルー䝇女性会議ㅮ₇䛄䜟䛯䛧䛿女䛷䛿䛺
䛔のか䠛䛅（1851）䜢に［本報告書33 頁］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
日本（とୡ⏺）における性的䝬䜲ノリティの政

治［本報告書 㻟㻡 頁］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
クィア䛺ฟ㊰か 新䛯䛺クィア䠋䝩䝰ノー
䝬ティ䞂ィティか：中国大㝣と香港のクィア
女性䛯䛱のト䝷ン䝇䝘シ䝵䝘ル䛺移動ྍ
⬟性（䝰䝡リティ）［本報告書 37 頁］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
「Რ民」䜢グ㘓䛩る：村ᫀ平・䝗䜻䝳䝯ン

タリーᫎ画䛄からゆきさん䛅（1973）再⪃

［本報告書 㻟㻥 頁］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
家㟁とᬽら䛧の䝫リティク䝇［本報告書 41
頁］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
クィア䛩る⌧代日本文学䇷ケア・動≀・

ㄒりとジェンダー［本報告書 43 頁］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
IGS 研究༠力員研究報告会［本報告書

45 頁］ 

共催・後援 シンポジウム 
 
 
 
 
 
 
 
 
東アジアにおけるジェンダーと政治代表

［本報告書 47 頁］ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
「䜺䝷䝇のᓴ」䜢䜘䛨Ⓩる：「䜺䝷䝇のኳ

井」のඛに䛒る䜒䛖䜂と䛴のぢ䛘䛺䛔障

壁［本報告書 48 頁］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
日本䝣ェ䝭䝙䝇ト⤒῭学会 2022 年度大

会［本報告書 49 頁］ 
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３３．．  国際研究ネットワーク 

2022 年 10 ݆から 2023 年 1 ݆にかけ、ߕߵਃ၍大学ルセッタ・Ωム०教दが IGS 研究協力員として
པ日し、कに中国ชԿݏ（ୈ、ߕߵ、中国、および海外在े中国系女）における็௫ՐܸのフΟ
ンコミϣωτΡーについての研究にॊ事した。また 12 ݆ 9 日には大ܛ࢛ڰ IGS 教員とともに IGS セミ
ナー「クΡΠなड़࿑か 新たなクΡΠ／ϙϠόーϜτΡϲΡτΡかʁ中国大とߕߵのクΡΠ女たち
のトランスナシϥナルなҢ動Ն」を企画し、中国ชԿݏにड़ࣙをもつクΡΠ女たちの国際Ң動を
め͛ってࢱが 2015 年からܩ続的にखりૌΞできた研究プロジェクトの成果報告を行った。 

2023 年 1 ݆ 13 日には、申ⅰᒉ IGS 教員が 2015 年からखりૌΞできた IGS の国際共ಋ研究プロジェ
クト「౨ΠジΠにおけるジェンダーと࣑」研究を総ׇする国際シンポジウム「౨ΠジΠにおけるジェ
ンダーと࣑େන Gender and Political Representation in East Asia」が WONDER Research Network on Women 
and Diversity in East Asian Representation क催、ジェンダー研究所共催によって実施された。 

このΆか 2021 年度から大ཱིࢤࡗ大学ຉਜ਼教दによる国際共ಋ研究プロジェクト「ਕޮ社غの中
国ଞにおけるਫ਼活のรԿとジェンダー」に大ܛ࢛ڰ IGS 教員がࢂՅし、中国社会Ռ学Ӆや՜౨ࢥ
大学の研究協力者とともに共ಋ研究にखりૌΞでいる。 

［参照：本報告書 25～49 頁 「国際シン䝫ジウ䝮・䝉䝭䝘ー」、51～59 頁 「国際研究䝛䝑ト䝽ーク」］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４４．．  若手研究者の育成：AIT ワークショップ、博士前期課程ジェンダー社会科学専攻の指導 

2022 年度は 4 ݆から原則対面でのद業となった。IGS 所の特任ࢥߪが୴当する大学ӅՌ目「国際社
会ジェンダー」は IGS の国際教育交流プログラム「AIT ワークシϥップ」の一であるが、これはタ
イにあるΠジΠՌ大学Ӆ大学（Asia Institute of Technology）とのغ交研रプログラムである。AIT
からもദ࢞غ՟ఖのӅਫ਼がཔ日し、お茶大Ӆਫ਼と研究交流を行い、お茶大からもദ࢞غ՟ఖのӅਫ਼
たちがタイにഁݥされ、フΡールχワークや、研究交流、ؾ国してからの AIT ワークシϥップ・プログ
ラムの報告会、報告ॽࡠ成などがૌみࠒまれている。 

また所教員指導のもと、5 ਕのӅਫ਼がദ࢞غ՟ఖジェンダー社会Ռ学専ߊをर྅した。 
［参照：本報告書 61～66 頁 「若手研究者の育成」］ 

  

IGS 研究協力員として来日した香港浸會大学

ルセッタ・カム准教授が企画・登壇した IGS セミ

ナ ー 「 A Queer Exit or a New Queer/Homo-
normativity?: Transnational Mobility of Queer 
Chinese Women from China and Hong Kong」（本

報告書 㻟㻣 頁） 

AIT ワークショップ・プログラムでタイのアジ

ア工科大学院大学（AIT）にて研究発表をす

るお茶大院生と AIT 院生たち 
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䠑䠑．． 学⾡㞧ㄅ䛄ジェンダー研究䛅ห⾜と学⾡成ᯝ発ಙ 

国際的学術雑誌ʲジェンダー研究ʳ第 25 2022）ߺ 年 7 ݆刊行）は「ジ
ェンダーのࢻ఼に基Ͱくඔ術࢛研究のݳ在」を特ॄした。本特ॄは、日
本でジェンダーのࢻ఼からඔ術࢛研究をݙӀしている 4 ໌の研究者によ
るै実した研究ช 4 本にՅえ、特พߚرとしてこの特ॄの元となった
ಋ໌の IGS シンポジウムのコϟンτーターであったߵઔஉࢱのコϟント
原ߚと、このでඔ術࢛学研究をリーχするロンχン大学のタϜール・
Ϊーϔ教दの考の̐本で構成されており、ジェンダーࢻ఼に基Ͱいた
ඔ術࢛研究のݳ在ஏがࣖされている。౦ߚชはݭਜ਼な৻査の݃果、5 本
のࡎܟがめられた。ॽは、年度までのジェンダー・フェミωθム
の関࿊で注目された 17 のஸॽを、ジェンダー研究およびྣં
の研究者がしており、࠹新のジェンダー研究の動をࣖすものとな
っている。

報告ॽシリーθ（IGS Project Series）は、̡「౨ΠジΠにおけるジェンダーと࣑」Booklet Series 1（IGS 
Project Series 20）ୈにおけるジェンダークオータʳのଁࡰをした。［参照：本報告書67～71 頁 「学術成果の発信」］

䠒䠒．． ᩥ⊩㞟・ྐᩱ㟁Ꮚ、䜴ェ䝤発ಙ、社会㑏ඖ 

ชݛ収ॄ・資ྋ理では、رଅਦॽ・資ྋのणのΆか、所研究者らのஸॽや、क催シンポジ
ウムやセミナーの関࿊ॽの߬を進めた。

ウェϔγイトによる報発信は、ྭ年とಋじくイϗントҌ内や開催報告の発信にखりૌΆか、ウェ
ϔγイトࡎܟ報を精査し、研究所事業સൢについての報ޮ開が日本ޢおよびӵޢでΚかりやすくな
されるよう、報理ࡠ業を進めている。

またウェϔγイトのӣӨとด行して、研究所の
活動をよりबஎするために、ϙームϘージへの QR
コーχをࡎせたᐾを新たにࡠした。ᐾは್झྪ
あって、それͩれが研究所内でูॄしたΫϡッο
フϪーθをもとにデδインされている。

社会߫ݛの面では、一ൢޮ開のセミナー・シンポ
ジウム等開催による事業成果社会還元のΆか、所
研究者は、報ಕؽ関のखࡒにԢじるなど、ジェン
ダー՟ୌに関するஎݡの൨ාにもめている。［参

照：本報告書73 ～77頁 「文⊩㞟公㛤・史ᩱ㟁Ꮚ化・web発信」、79

～82 頁 「社会㈉⊩」］

䠓䠓．． ᵓ成䝯ン䝞ー 

年度に研究所事業の中֫を୴ったܯ 3 ໌のϟンバーが一度にୂ৮したことにより、スタッフର制
に大きなร動があった。本年度から新たに特任ࢥߪ 1 ໌（5 ݆から）、特任リγーοフェロー1 ໌（8 ݆
から）、特任ΠλシΦイト・フェロー1 （໌5 ݆から）が任した。また年度にୂ৮した 3 ໌のうち、
ฑܛ子ԥශ国ཱི大学०教दとઍഀ༟Յࢱの̐໌が研究協力員として研究所事業にࢂ༫したΆか、10
݆から 1 ݆の間、ルセッタ・Ωムߕߵਃ၍大学ช学Ӆ०教दもಋ協力員としてܶえれられた。その他
の研究員・ٮ員研究員等については、年度からรԿはなかった。

［参照：本報告書 110 頁㈨ᩱ⑦「国立大学ἲ人おⲔのỈ女Ꮚ大学ジェンダー研究所つ๎」、84～94 頁㈨ᩱ①「ᵓ成䝯ンバー」］
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